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審査委員長阿部満

表記の博士学位審査請求に関し、審査委員会では論文予備審査を行った結果、全員一致

で合格と判定いたしましたので、ここにご報告いたします。

請求者氏名：郷仁花

論文名：内モンゴル自治区の草原荒漠化対策からみる中国の環境法制度のあり方

一自然環境の保護に関する国際的な取り組みを加えて－
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委員長i阿部満（法学部教授）

委員：臼杵知史（法学部教授）

委員：磯崎博司（上智大学大学院地球環境学研究科教授）

審査内容

郷仁花氏の博士学位請求論文「内モンゴル自治区の草原荒漠化対策からみる中国の環境

法制度のあり方一自然環境の保護に関する国際的な取り組みを加えて一」は、博士後期課

程の研究業績の集大成として作成したA4版132頁の論文である。本論文の構成，注のっ

け方，および，文献一覧等も論文作法に則っており，形式面では課程博士学位論文として
の体裁が十分に整えられている。

また，郷仁花氏は，すでに，博士後期課程の修了要件単位を修得しており，審査の形式

面の要件を満たしている。そこで，以下では，内容面の検討に入る。

1．論文の趣旨

本論文の目的は次の通りである。中国内モンゴル自治区の草原荒漠化問題とそれにおけ

るモンゴル族牧畜民の処遇を通して、中国環境問題の本質を明らかにする。さらに、自然

保護に関する国際的な動向を参考に、中国の環境法制度のこれからのあり方について提言

を行う。

今日では、世界中のマスメディアによって中国の環境問題に関する報道がなされている

ことに加え、中国の環境問題と環境法制度に関する研究も盛んに行われている。しかし、

このような報道や研究には偏りがある。それは、中国に対する理解の不十分さに由来する

ものであろう。他方で、中国が多民族国家であることは周知の通りであるが、その実態は

ほとんど知られていないという事情もある。特に、深刻な環境問題が少数民族の人々に複

雑な影響を与えている事実は、中国内外でほとんど注目されていない。本研究は、草原荒

漠化問題におけるモンゴル族の現状を明らかにすることで、中国内外の研究者と中国政府

に対して、環境問題における少数民族の構造的問題（いわゆる環境正義のひとつ）にもっ

と注目することの必要性を訴えている。

本論文は､このような視点から､内モンゴルの草原地帯で生活してきたモンゴル族の人々

は、深刻な草原荒漠化の過程でどのようなかかわりをもってきたのか、今日実施されてい

る草原生態系保全政策はどのようなものであり､彼らにどのような影響を与えているのか、

1














